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本日の内容

地域での立ち位置を確認しよう

厚生労働省の公開データを活用しよう

県内医療機関(DPCⅢ群病院のみを対象)における機能
評価係数Ⅱの経年比較
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本日の内容

厚生労働省の公開データを活用しよう
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平成27年度 第1回DPC評価分科会 2015＜平成27年度＞調査分
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000083860.html
平成28年度 第1回DPC評価分科会 2016＜平成28年度＞調査分
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000125205.html
平成29年度 第1回DPC評価分科会 2017＜平成29年度＞調査分
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000165562.html

機能評価係数のデータは、
『DPC導入の影響評価に
係る調査「退院患者調
査」の結果報告につい
て』とは異なる場所に公

開されています
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公開データ活用のポイント
Point １

DPC公開データには、病院の所在地に関する情報
が記されていない。

⇒DPC調査対象病院リストを利用する。

Point ２

医療機関別の集計結果で症例数が10件未満の場合
は「-」となっている。

⇒「-」を便宜的に「0」に置き換える。
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Lesson１
県内医療機関(DPCⅢ群病院のみを対象)に
おける機能評価係数Ⅱの経年比較

• テキスト

P.250～271

完成形

※公表データ
「2016年度医療機関別機能評価係数Ⅱ.xlsx」
「2014年度医療機関別機能評価係数Ⅱ.xlsx」は配布データに同包

今回の分析では、例として「山形県」における「DPCⅢ群」病院の平成24
年データと平成26年データの「機能評価係数Ⅱ」を比較します。
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ここをチェック

Point １

DPC対象病院の機能評価係数Ⅱは毎年公表されて
いるが、DPC病院が増えたり、あるいは新しい係
数が追加されたりするなどして、係数の重み付け
が変わる。そのため単純に機能評価係数Ⅱの数値
を比較しても、経年変化を正しく捉えられない。

Point ２

機能評価係数Ⅱの合計に基づくDPC対象病院の順
位を集計し、上位何％に入っているかを改定前後
で比較する。
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おまけ

使える！！地域医療に関するデータ

■医療経済研究機構

平成27年度 病床機能報告データ(全国版)

http://www.ihep.jp/business/other/2017/

■厚生労働省 平成28年度病床機能報告の報告結果について

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/open_data.html
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復習しよう

平成28年度データと平成29年度データで比較してみよう

■厚生労働省 平成29年度第１回 診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000165562.html

（上記データは本日の資料で配布しています）

16

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000165562.html

